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鴨川市 PR のため人生初のサーフィンに挑戦した佐々木市長

市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の

温
か
い
ご
負
託
を
い
た
だ
き
、
第

６
代
鴨
川
市
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
こ
の
鴨
川
を
次

世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
全
力
で
市
政
運
営
に
邁
進
す

る
所
存
で
す
。

　

現
在
の
本
市
は
、
人
口
減
少
や

商
店
街
の
活
力
低
下
に
加
え
、
経

常
収
支
比
率
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ま
ず

は
「
財
政
の
健
全
化
」
を
最
優
先

課
題
に
掲
げ
ま
す
。
一
律
の
予
算

削
減
で
は
な
く
、
稼
げ
る
分
野
に

は
戦
略
的
に
投
資
す
る
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
経
営
へ
と
転
換
し
ま
す
。

　

特
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ

い
て
は
、
私
が
先
頭
に
立
っ
て

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
現
在

の
６
億
円
か
ら
早
期
に
10
億
円
へ

の
増
収
を
目
指
し
、
自
立
可
能

な
「
稼
ぐ
自
治
体
」
へ
の
変
革
を

図
り
ま
す
。
鴨
川
が
持
つ
海
、
里

山
、
そ
し
て
日
本
屈
指
の
医
療
資

源
、
こ
れ
ら
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
域
経

済
を
力
強
く
循
環
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

私
が
目
指
す
「
夢
と
希
望
の
持

て
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
六

つ
の
柱
と
な
る
政
策
を
推
進
し
ま

す
。
第
一
に
、
農
林
水
産
業
と
観

光
の
融
合
に
よ
る
「
産
業
振
興
」
。

第
二
に
、
誰
も
が
住
み
た
く
な

る
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
。
第
三
に
、

防
災
体
制
の
充
実
や
防
犯
力
の
強

化
な
ど
に
よ
る
「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」
。
第
四
に
、
給
食

費
無
償
化
の
検
討
や
学
校
施
設
の

整
備
な
ど
、
次
世
代
を
育
む
「
教

育
・
文
化
の
充
実
」
。
第
五
に
、

子
育
て
世
代
に
寄
り
添
い
、
生
涯

現
役
で
い
ら
れ
る
「
健
康
・
福
祉

の
向
上
」
。
そ
し
て
第
六
に
、
行

政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
効
率
的

な
「
行
財
政
改
革
」
で
す
。
特
に
、

一
度
故
郷
を
離
れ
た
若
者
が
、
経

験
や
知
識
を
携
え
て
再
び
鴨
川
に

戻
り
、
そ
の
才
能
を
活
か
せ
る
仕

組
み
づ
く
り
に
も
着
手
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
笑
い
声
が
響
き
、
若
者
が
夢
を

語
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
で
あ
り

な
が
ら
も
、
確
か
な
幸
せ
を
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

幕
末
の
志
士
・
吉
田
松
陰
は
「
夢

な
き
者
に
理
想
な
し
、
理
想
な
き

者
に
計
画
な
し
、
計
画
な
き
者
に

実
行
な
し
、
実
行
な
き
者
に
成
功

な
し
」
と
の
言
葉
を
遺
し
ま
し

た
。
強
い
志
が
あ
れ
ば
、
必
ず
道

は
開
け
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も

「
ま
ち
へ
飛
び
出
し
、
ま
ち
の
声

を
聞
く
」
姿
勢
を
貫
き
ま
す
。
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
の
ミ
ニ
集
会
な
ど
を

通
じ
、
皆
様
と
直
接
対
話
し
、
そ

の
熱
量
を
市
政
の
原
動
力
に
変
え

て
ま
い
り
ま
す
。
厳
し
い
時
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
そ
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
皆
様
と
と

も
に
「
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
心
か
ら
誇
れ
る
鴨
川

を
創
り
上
げ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

プロフィール

氏　　　名　佐々木　久之（ささき　ひさゆき）氏

生年月日　昭和45年１月16日

学　　　歴　�鴨川市立鴨川中学校　卒業�

千葉県立長狭高等学校　卒業�

帝京大学経済学部　卒業

趣　　　味　釣り・バイクツーリング

座右の銘　「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ」
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市政懇談会の様子
懇親会にて乾杯の
挨拶をする佐々木会長

令
和
７
年
度

鴨
川
ふ
る
さ
と
会
定
期
総
会

（書
面
開
催
結
果
）

【ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

ふ
る
さ
と
セ
ミ
ナ
ー
開
催

市
長
と
食
事
も
楽
し
み
な
が
ら

　
　
　
　
　
　

会
員
同
士
が
交
流
！

　

令
和
７
年
11
月
20
日
（
木
）
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て

「
鴨
川
ふ
る
さ
と
会 

ふ
る
さ
と

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
会
員
14
名
に
加
え
、
来
賓

と
し
て
佐
々
木
久
之
鴨
川
市
長
、

平
川
潔
副
市
長
が
出
席
さ
れ
、
二

部
構
成
で
実
施
し
ま
し
た
。

【
第
一
部
：
市
政
懇
談
会
】

　

昼
間
副
会
長
の
開
会
挨
拶
に
よ

り
、
第
一
部
「
市
政
懇
談
会
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
ふ
る
さ
と
会
佐
々

木
誠
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
「
会

長
就
任
以
来
、
初
め
て
の
ふ
る
さ

と
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
で
き
た
」
と

開
催
の
喜
び
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
長
く
続
い
た
夏
の

暑
さ
が
落
ち
着
い
た
か
と
思
え

ば
、
秋
を
飛
び
越
え
て
一
気
に
冬

が
や
っ
て
き
た
よ
う
な
近
頃
の
気

候
の
こ
と
、
ま
た
、
全
国
的
に
相

次
い
で
い
る
熊
被
害
な
ど
の
近
況

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
加

え
て
、
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
等
で

「
鴨
川
」
の
名
前
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
な
っ
た
と
し
て
、
「
鴨
川
の

名
前
が
広
く
出
る
こ
と
は
い
い
こ

と
で
あ
る
」
と
、
故
郷
の
注
目
度

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
期
待

を
語
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
会
員
に
つ
い
て

も
触
れ
な
が
ら
、
「
今
後
も
事
務

局
と
相
談
し
、
こ
う
し
た
セ
ミ

ナ
ー
や
懇
親
会
を
引
き
続
き
開
催

し
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
活

動
へ
の
意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
市
長
か
ら

は
、
ご
挨
拶
と
市
政
の
現
状
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
市

長
は
、
人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政

状
況
と
い
っ
た
課
題
に
触
れ
つ
つ

も
、
就
任
以
来
そ
れ
ら
の
課
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
き
た
こ
と

を
語
り
、
「
鴨
川
市
が
持
つ
高
い

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
夢
と
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
企
画
政
策
課
よ
り

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
制
度

の
概
要
や
寄
附
の
メ
リ
ッ
ト
、
鴨

川
市
の
現
状
に
加
え
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
附
の

募
集
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
会
長
の
進
行

に
よ
り
、
市
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
、
「
ふ

る
さ
と
会
に
元
気
を
取
り
戻
す
た

め
、
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

う
べ
き
」
、
「
若
い
世
代
の
参
加

を
増
や
し
た
い
」
、
「
ふ
る
さ
と

大
使
の
名
刺
に
代
わ
る
新
た
な
施

策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
意
見
や
、
関
係
人
口
拡
大
に
向

け
た
提
言
な
ど
、
市
の
将
来
と
会

の
活
性
化
に
向
け
た
具
体
的
な
ア

イ
デ
ア
が
次
々
と
出
さ
れ
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
故
郷
の
未
来
を
想
う
熱

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
会
員
一
人

ひ
と
り
の
「
鴨
川
を
応
援
し
た

い
」
と
い
う
強
い
意
志
が
再
確
認

さ
れ
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

【
第
二
部
：
懇
親
会
】

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
彩
り

豊
か
な
料
理
を
囲
み
、
和
や
か
な

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
喜
ぶ
声
や
、
初
参
加

の
会
員
を
温
か
く
迎
え
る
姿
が
見

ら
れ
、
会
場
は
終
始
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
長
、
副
市
長
も
各
テ
ー
ブ
ル

を
回
り
、
市
政
の
話
題
か
ら
地
元

の
思
い
出
話
ま
で
、
会
員
一
人
ひ

と
り
の
声
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
山
口
耕
作
副
会
長
に

よ
る
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
、
名

残
惜
し
く
も
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
鴨
川
ふ
る
さ
と

会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
総
会
は
書
面
審
議

方
式
に
て
行
わ
れ
、
会
員
の
皆
様

に
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
ご
審
議

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
：
令
和
６
年
度 

事

業
報
告

第
２
号
議
案
：
令
和
６
年
度 

収

支
決
算

第
３
号
議
案
：
令
和
７
年
度 

事

業
計
画

第
４
号
議
案
：
令
和
７
年
度 

収

支
予
算

【
表
決
結
果
】

　

総
会
開
催
時
点
の
会
員
数
95
名

の
う
ち
、
回
答
の
あ
っ
た
59
名
全

員
の
皆
様
か
ら
賛
成
を
い
た
だ

き
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た

「
鴨
川
ふ
る
さ
と
会
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
に
は
、
36
名
の
皆
様
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

帰
省
頻
度

　

「
月
１
回
以
上
帰
省
す
る
」
と
回

答
さ
れ
た
方
が
25
％
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

情
報
収
集

　

61
・
1
％
の
方
が
「
自
身
の
興

味
が
あ
る
鴨
川
の
情
報
」
を
積
極

的
に
収
集
さ
れ
て
お
り
、
主
な
情

報
源
は
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
知
人
か
ら
と
い
っ
た
回

答
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

回
答
者
の
50
％
の
方
が
「
鴨
川

市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
こ
と

が
あ
る
」
と
回
答
さ
れ
、
寄
附
を
通

じ
て
故
郷
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
現
状
が
伺
え
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
へ
の
要
望

 

ふ
る
さ
と
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
に

つ
い
て
は
、「
対
面
で
の
総
会
や
懇

親
会
」
、「
鴨
川
市
の
活
性
化
に
向

け
た
討
論
会
」
の
開
催
を
期
待
す

る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鴨
川
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
た
め
に
、
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト

を
訪
れ
、
知
見
を
広
め
た
い
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
は
、
今
後
の
よ
り
良
い
会

運
営
の
た
め
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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令和７年鴨川市 10 大ニュース（前半）

　市政の発展を祝い、郷土に対する愛着、誇りの醸成を

図ることを目的として、1月19日、鴨川市役所で「市制施

行20周年記念式典」を開催しました。また、市制施行20

周年の式典や冠イベントなどに使用するキャッチコピー

について、投票結果に基づき選考した結果「今、羽ばたく

次の20年へ」に決定しました。令和７年は「市制施行20

周年記念」やキャッチコピーをイベントの先頭に付け、さ

まざまな冠イベントを行いました。

　令和７年４月、城西国際大学安房キャンパス跡地に「日

本航空学園鴨川キャンパス」が開校しました。

　令和６年元日に発生した能登半島地震で被害を受け

た日本航空高校石川（能登空港キャンパス）の女子サッ

カー部員22人は、令和７年４月から鴨川キャンパスに活

動拠点を移し、部活動を開始しています。

　その後４月14日には、全国から集まった新１年生部員

12人が加わり、親元を離れ寮生活を送りながら、勉学や

部活動に励んでいます。

　３月16日に行われた

鴨川市長選挙で、佐々

木久之氏が初当選し、

同日付けで第６代鴨

川市長に就任しまし

た。

　３月17日には、多く

の支援者や職員に迎えられ市役所に初登庁しました。「夢

と希望のもてるまちづくり」を目指す佐々木市長は、「ふ

るさと鴨川のため、まちへ飛び出し、まちの声を聞き、私

の施策に繋げ、夢を語り、夢を叶えていきます。夢と希望

が叶うまちへ、職員とともに全力をもって取り組んでい

きます」と意気込みを語りました。

　元鴨川市長の片桐有而氏（77歳）が、

３月９日、ご逝去されました。

　平成11年５月に天津小湊町長に初当

選し、平成17年２月の旧鴨川市との合

併後は、鴨川市長職務執行者として、合

併事務の推進や骨格予算の編成など、

合併後の円滑な市政運営に尽力されま

した。平成21年から１期４年にわたり、鴨川市長を務め、

「人間尊重、自然を敬う、市民生活優先」を政治理念に掲

げ、地方自治の発展に尽力されました。

　市とＡＳ鴨川ソーラーパワー合同会社との間で取り交

わした田原地区における太陽光発電事業工事着工に関

する協定書および特記協定書について説明を求めるた

め、調停を申し立てました。

　市では、建設工事などの施工または管理を行う市内の

業者名やシンジケートローンによる資金計画とその証

明などを含めた５項目の事項を明らかにすることや建設

工事における市民の不安を解消するため、市民を対象

とした広い範囲での説明会を開催することを求めてい

ます。

１月　鴨川市市制施行20周年記念式典を開催
　 キャッチコピーを「今、羽ばたく次の20年へ」に決定
　 年間を通じてさまざまな冠イベントも

４月　日本航空学園鴨川キャンパスが開校
　 女子サッカー部34人が鴨川で寮生活を開始

３月　鴨川市長選挙で佐々木久之氏が初当選

 　第６代鴨川市長に就任

３月　元鴨川市長片桐有而氏が逝去

５月　ＡＳ鴨川ソーラーパワー合同会社に
　　　　 調停を申し立て
　 �田原地区における 

太陽光発電事業工事着工に関する協定書 

および特記協定書について説明を求める
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　ランチを食べなが

ら、市長に聞きたいこ

とや話したいことを気

軽にお話していただく

「ランチミーティング」

を実施しました。

　１回当たり５人程度を定員とし、７月16日６人、８月20

日に４人、11月19日に６人、１月21日に６人が参加しまし

た。観光や学校統廃合、教育、清澄地区の活性化、避難所

での熱中症対策、市内の交通事情、公民館活動、健康寿

命に関することなどさまざまな意見をいただきました。

　太海エビ網組合が、３月に開催された第30回全国青

年・女性漁業者交流大会の資源管理・増殖部門で、県代

表として取り組みを発表し、最高賞の農林水産大臣賞を

受賞しました。なお、千葉県における農林水産大臣賞の

受賞は令和３年度以来、４年振りであり、水産部門では平

成11年度以来、26年振りです。

　その後、第64回農林水産祭において、「イセエビ刺し

網漁業による漁場保全の取組」が水産部門で内閣総理

大臣賞を受賞しました。

　イセエビ刺し網漁業では、一般的にナイロン網が使用

される中、当該団体は100年以上にわたって綿糸網で

イセエビを漁獲しています。綿糸網は根掛かりしても自

然分解されるため、環境に優しく、漁場の保全が図られ

ます。また、ナイロン網と比較して伸縮が少ないため、漁

獲効率が劣るものの、イセエビの活力が保たれ、結果と

して漁獲の安定に

つながっています。

「漁村の自主的な

資源管理の成功事

例として高く評価

できる」として受賞

しました。

　鴨川市長と鴨川市国際交流協会会長鈴木健史氏をは

じめ総勢14人が、平成29年以来８年ぶりに国際姉妹都

市米国ウィスコンシン州マニトワック市を訪問しました。

４泊５日の日程で国際姉妹都市であるマニトワック市の

公共施設や観光

施設の見学をした

ほかホームビジッ

トや市民との交流

会を通じて、友好

を深めました。

　開業100年を迎えた

安房鴨川駅で７月20

日、ＪＲ東日本千葉支社

による記念イベントが

開催されました。

　当日は、マスコット

キャラクターや鴨川中

学校音楽部によるお

出迎え、鴨川萬祝染をモチーフとしたスタンプラリー、普

段立ち入ることのできない電留線での車両撮影会など

安房鴨川駅ならではの楽しい行事が開催され、多くの鉄

道ファンや家族連れなどで賑わいを見せていました。

　また、周年期間中では、郷土資料館で同駅開業100周

年の企画展の開催や特急わかしお号で同駅へ来られた

方を対象にしたキャンペーンを行いました。

　国の文化審議会

（会長 島谷弘幸）

は、10月24日に

開催された文化

審議会文化財分

科会の審議・議決

を経て、大山寺不

動堂１棟、宮殿１基

を重要文化財（建

造物）に指定することを文部科学大臣に答申しました。

　市内の重要文化財（建造物）の指定は初めてで、市内

の国指定文化財は、特別天然記念物「鯛の浦タイ生息

地」、天然記念物「清澄の大スギ」と合せて３件となりま

す。

　不動堂と宮殿は、千葉県下における修験系寺院の近世

的な展開と様相を示しており価値が高いとされ、重要文

化財（建造物）の指定に繋がりました。

７月　市長と気軽にお話しする
 　「ランチミーティング」を実施

10月　太海エビ網組合がW受章
　　 �第30回全国青年・女性漁業者交流大会の 

資源管理・増殖部門で最高賞の農林水産大臣賞
　　 第64回農林水産祭の水産部門で内閣総理大臣賞

９月　平成29年以来８年ぶり

　 第９回「市民友好の翼」訪問団を

　 国際姉妹都市マニトワック市に派遣 市長も同行

７月　安房鴨川駅開業100周年
　 記念イベントやスタンプラリーを開催

10月　大山寺
　　 不動堂と宮殿が重要文化財（建造物）に指定へ


